
AI･IoT･ICT技術導入を図る企業の、開発・設計･製造を担うｴﾝｼﾞﾆｱの育成

ｾｷｭﾘﾃｨｰに関する課題･ﾘｽｸを分析するｽｷﾙを持ち、専門のﾍﾞﾝﾀﾞｰや大学･研究機関･公

設試との共研などを通して解決を図る人材の育成。

自社製品･製造ライン等のデジタル化を図る、中堅･中小企業の開発･
設計･製造実務者の育成。

デジタル技術の基礎から応用技術を修得する過程において、具備す

べきセキュリティーレベルと必要な人材像、およびその人材の育成に
対応した大学等のリカレント教育カリキュラムの位置付けをわかり易く

することにより、企業経営者のセキュリティー確保に対する意識を高

め、社内人材の育成を啓発する。

ｵｰﾌﾟﾝｱｰｷﾃｸﾁｬ

ｸﾗｳﾄﾞ ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ

ﾛｰｶﾙﾈｯﾄﾜｰｸ

ｴｯｼﾞ / ﾌｫｸﾞ ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ

ｸﾛｰｽﾞﾄﾞｱｰｷﾃｸﾁｬ

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｽ・PLC/FA

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾏｰ
(ｱｯﾌﾟﾙ、ｸﾞｰｸﾞﾙなど)

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ4.0
(GE、IBM など)

製品勝負の製造業

日刊工業新聞社「モノづくり日本会議特別紙面(2020年1月30日)」
資料を改編

最終製品における基幹部品の製造を担う中堅･中小企業の多くにおいて、情報セキュリティーの重要性が十分に認知されていないこ
とから、自社の製品・社内管理システムに具備すべき情報セキュリティーレベルと、そのレベルを維持するために必要な人材像を明

確にできず、人材育成が進んでいない。

情報セキュリティーの重要性を啓発し、大学等の最新の知見を活用した産学官連携による企業人材の育成が求められている。
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(一社)中国経済連合会(2020年5月14日)

担当者

ﾘｰﾀﾞｰ

ｴｷｽﾊﾟｰﾄ・ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ

ｼﾆｱ･ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ

経験年数・役職

実務担当

専門職(中級)

専門職(上級)

製造･品質管理

現場担当者

生産技術

生産管理

品質管理

実務責任者

生産技術

品質保証

管理責任者

研究開発

設計実務担当者

(基礎技術習得者)

研究開発実務責任者

製品設計実務責任者

(技術ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ)

研究開発技術責任者

製品設計技術責任者

開発設計部門

統括責任者

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
(部長･次長)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
(課長)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
(係長)

製造部門

統括責任者
間接部門

統括責任者

育成に注力する人材
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③(一社)中国経済連合会(2020年5月14日)

社内人材 部門 修得が求められる情報技術に関する知識･業務内容

一般社員 間接部門
(経理･調達･営業･人事)

・情報ｾｷｭﾘﾃｨ ﾘﾃﾗｼｰ (情報漏洩を防ぐﾙｰﾙの遵守)

技術系

生産部門
(生産技術･設備管理･品質保証)

・情報ｾｷｭﾘﾃｨ ﾘﾃﾗｼｰ (情報漏洩を防ぐﾙｰﾙの遵守)

・生産設備(工場)ﾈｯﾄﾜｰｸの構築･運用･ｾｷｭﾘﾃｨ管理

・生産工程における各種ﾃﾞｰﾀ(生産効率･品質維持など)の収集･解析

・法･制度･標準に関する知識と品質管理業務への適用

開発部門
(研究開発･設計)

・情報ｾｷｭﾘﾃｨ ﾘﾃﾗｼｰ (情報漏洩を防ぐﾙｰﾙの遵守)

・AI･IoT･ICTに関する知識とこれらを活用する技術

・ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨに関する知識と、脆弱性を評価･改善する技術

・法･制度･標準に関する知識と製品への適用

情報ｼｽﾃﾑ部門
(社内ｲﾝﾌﾗ構築･運用)

・情報ｾｷｭﾘﾃｨ ﾘﾃﾗｼｰ (情報漏洩を防ぐﾙｰﾙの遵守)

・社内情報ｼｽﾃﾑの構築･運用･管理･情報ｾｷｭﾘﾃｨ推進

・ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ対応

・法･制度･標準に関する知識と情報ｾｷｭﾘﾃｨ業務への適用

経営･管理 経営･部門統括

・情報ｾｷｭﾘﾃｨ ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

・ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ対応

・法･制度･標準に関する知識



④(一社)中国経済連合会(2020年5月14日)



⑤(一社)中国経済連合会(2020年5月14日)



⑥(一社)中国経済連合会(2020年5月14日)

初級 中級 上級

AI
IoT
ICT
技
術

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

初級 (入門)

デジタル技術の概要
最新技術の動向を知る

・デジタル技術で何ができるか

危険性とは何か

・デジタル技術の仕組み

( ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ /通信 / AI )

・最新の技術(トレンド)と未来の予想

中級 (基礎技術修得)

実務への活用を目指す分野の
基礎技術を修得

・目標を定めてコースを選択し

基礎技術を修得

・実習を通して実物に触れる

・自社製品/業務への適用に必要な

関連分野の基礎技術の修得

上級 (応用技術修得)

製品への適用/実務の業務遂行を
見据えた応用技術の修得

・実習/演習/課題演習(PBLなど)を通して

基礎技術を応用するスキルを磨く

・演習用キットを活用した独自装置の試作

・自社製品への最新技術適用のための

試行と共研などの検討



⑦(一社)中国経済連合会(2020年5月14日)

初級(入門) 中級(基礎技術習得) 上級(応用技術習得)

一
般
社
員

技
術
系
社
員

管
理
・
経
営

モノづくり企業人材ニーズ(例)

一般社員
･情報ｾｷｭﾘﾃｨ教育担当者の育成

･ ………

技術系社員

生産部門
･生産性の飛躍的な向上を目指し、
製造工程･品質管理にAIなどの
導入を独自に推進できる人材

･職人技の継承と自動化をﾃﾞｼﾞﾀﾙ
技術により推進できる人材

･………

開発部門
･製品の高付加価値化のため、
AI/IoT/ICT/ｾｷｭﾘﾃｨの高度技術
を適用できる人材

･ ………

情報ｼｽﾃﾑ部門
･ﾍﾞﾝﾀﾞｰと協力の上、ｼｽﾃﾑの改
善･ｾｷｭﾘﾃｨの維持向上･ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ
対応可能な人材

･………

管理･経営

選択

AI/IoT/ICT

セキュリティ

経営マネジメント

入門コース

(複数ｺｰｽから選択)

AI/ﾃﾞｰﾀ分析 基礎技術

ICT/ｾｷｭﾘﾃｨ 基礎技術

IoT/ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ 基礎技術

………

………

………

経営ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ基礎技術

ｾﾝｼﾝｸﾞ/解析 応用技術

ｾｷｭﾘﾃｨ/暗号 応用技術

遠隔操作/制御 応用技術

………

………

………

危機管理/対応 応用技術

選択

IT
人
材
/
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材
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